
「令和４年度現地メディア向けＯＤＡプレスツアー」 
 

令和４年８月 
在モーリタニア日本大使館 

 
 ７月１４日、現地メディア向けＯＤＡプレスツアーを実施し、モーリタニアＴＶ局のジャーナリストと
カメラマンが参加しました。このプレスツアーは、日本の開発協力が現地メディアで取り上げられる機会
を増やすとともに、モーリタニアの政府関係者、知識層及びモーリタニア国民への情報発信を強化するた
めのものです。 
 
 プレス一行は、過去に日本が協力した、または協力予定の、ヌアクショット漁業関連施設を訪れ、日本
の支援がいかにモーリタニア国民の生活と経済発展に役立っているかを確認しました。 
 
（１）ヌアクショット魚市場 
 ヌアクショット魚市場は、２５年前に日本の協力で建設されましたが、今も「市民の台所」として親し
まれています。プレス一行は現場責任者へのインタビューも通じて、国内海産物の供給・輸出拠点とし
て、魚市場が有効に活用されていることを確認しました。 
（２）ヌアクショット水産衛生管理施設（ＯＮＩＳＰＡ） 
 ２００６年に建設されたヌアクショットのＯＮＩＳＰＡでは、微生物検査、理化学検査、官能検査に必
要な実験設備・機材が整備され、水産物の品質・衛生検査が行われています。現場責任者からは、日本の
支援は、ＥＵからの水産物禁輸措置を解除することに貢献した、との評価が寄せられました。 
（３）水産職業訓練センター（ＣＱＦＭＰ） 

ＣＱＦＭＰでは、沿岸漁業分野での漁民の教育・訓練を担っており、ヌアクショットの訓練センターは
日本の支援による建て替えに向けて準備が進められています。プレス一行は、海外漁業協力財団（ＯＦＣ
Ｆ）が過去に支援したベラワク（ヌアクショット北上５０㎞）の訓練センターも訪問し、若者達が漁船モ
ーターの修理や海難訓練に取り組んでいる模様を視察しました。 
（４）大使館担当書記官インタビュー 
 開発協力担当の加藤書記官がインタビューに応える形で、日本の支援方針や優先分野等について説明
しました。 
 
 取材結果は、７月２０日夜の報道番組で放映されましたが、ナレーションでは、「友好国たる日本から
の寛大な援助」、「漁業分野における重要なパートナー」等と、我が国の支援を高く評価する論調で取り上
げられました。 
 
関連リンク： 
●大使館 Facebook（和文字幕付き） 
  https://fb.watch/eDCXggRttT/  
●プレスツアー後に放映されたモーリタニア TV 局の報道番組（７月１４日夜放送） 



  https://www.youtube.com/watch?v=SFsUPFct1RM （１：２０：２０頃から日本の協力を放映） 

●モーリタニア TV 局の Facebook 動画 

 https://www.facebook.com/Tvm.mr/videos/581422770279701 

 


